
いちごドリルプリント

化学変化・原子分子 名前

問1 化学変化によって生じた液体が水であることを確認するために用いられる試験紙の名称と、水に触れた際の色の変化の組み合わせとして適切な
ものはどれですか。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. 塩化コバルト紙を使用し、青色か
ら赤色に変化する

2. 赤色リトマス紙を使用し、赤色か
ら青色に変化する

3. 塩化コバルト紙を使用し、赤色か
ら青色に変化する

4. 青色リトマス紙を使用し、青色か
ら赤色に変化する

問2 酸化銀の粉末を試験管に入れ、ガスバーナーで十分に加熱したときに起こる、1種類の物質が2種類以上の別の物質に分かれる化学変化の名称と
して適切なものはどれですか。 （2025年 静岡県公立入試 類似）

1. 蒸留 2. 熱分解 3. 化合 4. 還元

問3 酸化銅と炭素粉末の混合物を試験管に入れて加熱し、発生した気体をガラス管を通して石灰水に通す実験を行った。加熱を終える際、ガラス管
を石灰水から抜き、ゴム管をピンチコックで閉じるなどの操作を行う。このように、装置内への空気の流入を防ぐ理由として最も適切なものは
どれか。 （2020年 富山県公立入試 類似）

1. 発生した二酸化炭素が試験管内に
残り、銅の表面が白く汚れるのを防
ぐため

2. 石灰水が加熱していた試験管の方
へ逆流し、試験管が割れるのを防ぐ
ため

3. 試験管内に残った炭素が空気中の
酸素と反応して、二酸化炭素が発生
し続けるのを防ぐため

4. 還元によって得られた銅が、空気
中の酸素と結びついて再び酸化銅に
戻るのを防ぐため

問4 吸熱反応において、反応が進むにつれて周囲の温度が下がる理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2020年 長崎県公立入試 類似）

1. 物質がもともと持っていた熱を、
光エネルギーとして放出したため

2. 反応によって生じた物質が、周囲
の空気を冷やす性質を持っているた
め

3. 化学変化が起こる際に、外部から
熱エネルギーを取り込むため

4. 物質が混ざり合うことで、化学エ
ネルギーが熱として外部へ逃げ出す
ため

問5 銅の粉末を空気中で十分に加熱したとき、銅と空気中の酸素が結びついて酸化銅が生成されます。この化学反応を化学反応式で表すと「2Cu +
X → 2Y」となります。この式のXとYにあてはまる化学式の組み合わせとして正しいものを次の中から選びなさい。 （2016年 岡山県公立入試 類似）

1. X：O、Y：CuO 2. X：O2、Y：Cu2O 3. X：O2、Y：CuO 4. X：O、Y：CuO2

問6 水酸化バリウムと塩化アンモニウムを混ぜ合わせてアンモニアを発生させる実験を行いました。このとき、反応が進むにつれて試験管の温度は
どのように変化しますか。また、その理由として適切なものはどれですか。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 物質が酸素と激しく結びつくため
、温度が上がる。

2. 周囲に熱を放出するため、温度が
上がる。

3. 周囲の熱を吸収するため、温度が
下がる。

4. 状態変化のみが起こり、温度は変
化しない。

問7 物質が酸素と結びつく酸化などの化学変化において、反応する物質どうしの質量の割合は常にどのようになりますか。最も適切な説明を選びな
さい。 （2021年 静岡県公立入試 類似）

1. 反応前の物質の質量が大きくなる
ほど、結びつく酸素の質量の割合は
小さくなる

2. 加熱する時間の長さに比例して、
結びつく酸素の質量の割合は大きく
なり続ける

3. 反応する物質の種類によって決ま
った、常に一定の質量の割合で反応
する

4. 反応する物質の組み合わせに関わ
らず、質量の割合は常に1対1になる

問8 物質を加熱したときの質量変化を精密に調べる実験において、あらかじめ空のステンレス皿を三脚にのせてガスバーナーで加熱し、冷ました後
の質量を電子天秤で測定する操作を行うことがあります。この操作の目的として最も適切な説明はどれですか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 加熱によってステンレス皿自体の
質量が変化しないことを事前に確認
するため

2. ステンレス皿の表面を酸化させて
、実験中に物質が皿にこびりつくの
を防ぐため

3. 電子天秤の表示をゼロにするため
の風袋引き操作を、加熱状態で行う
ため

4. ステンレス皿の温度をあらかじめ
上げておくことで、その後の化学反
応を促進させるため

問9 ピンセットで保持した平らな鉄板と、細い繊維状の鉄であるスチールウールをそれぞれガスバーナーの炎で加熱したところ、鉄板は表面が変色
する程度であったのに対し、スチールウールは激しく熱や光を出しながら燃焼しました。スチールウールがこのように激しく反応した理由とし
て最も適切な説明を選びなさい。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 鉄の繊維が重なり合うことで外部
への熱の放出が遮断され、内部の温
度が急激に上がったため

2. 鉄板よりもスチールウールのほう
が密度が低く、熱が中心部まで伝わ
りやすかったため

3. スチールウールを細く加工する工
程で、鉄が燃えやすい別の物質に変
化したため

4. 繊維状にすることで空気中の酸素
に触れる表面積が非常に大きくなっ
ているため

問10 「炭酸水素ナトリウムの熱分解」と「水の電気分解」によって得られる生成物について、それぞれの物質の分類を比較した説明として適切なも
のはどれですか。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. どちらの実験においても、生成さ
れる物質はすべて単体である

2. 炭酸水素ナトリウムの分解ではす
べて単体が生成され、水の分解では
すべて化合物が生成される

3. 炭酸水素ナトリウムの分解ではす
べて化合物が生成され、水の分解で
はすべて単体が生成される

4. 炭酸水素ナトリウムの分解では化
合物のみが生成されるが、水の分解
では単体と化合物の混合物が生成さ
れる

問11 試験管の中に、鉄粉７．０ｇと硫黄の粉末３．２ｇをよく混ぜ合わせて入れ、混合物の上部を加熱して反応させました。反応が終了して十分に
冷めたあと、試験管の中にある物質に磁石を近づけたとき、どのような結果になると考えられますか。なお、鉄と硫黄は質量の比が７：４のと
きに過不足なく反応するものとします。 （2019年 福島県公立入試 類似）

1. 生成した硫化鉄が磁石に引きつけ
られる性質を持っているため、強く
引きつけられる

2. 鉄と硫黄がすべて反応して硫化鉄
になったため、磁石には引きつけら
れない

3. 反応しきれなかった鉄が１．４ｇ
残っているため、磁石に引きつけら
れる

4. 反応しきれなかった硫黄が１．２
ｇ残っているが、磁石には引きつけ
られない

問12 酸化銅と炭素の混合物を加熱したときに起こる化学変化について、酸素の移動に注目して説明したものとして最も適切なものはどれですか。
（2021年 山形県公立入試 類似）

1. 酸化銅が酸素を失って還元され、
同時に炭素が酸素と結びついて酸化
される

2. 酸化銅と炭素の両方が、空気中の
酸素と結びついて酸化される

3. 酸化銅が酸素と結びついて酸化さ
れ、同時に炭素が酸素を失って還元
される

4. 炭素が酸化銅から酸素を奪い、酸
化銅と炭素の両方が還元される
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

塩化コバルト紙を使用し、青色から赤色に変
化する

塩化コバルト紙は、水が付着すると青色から赤色（または桃色）に変化する性質を持っていま
す。この色の変化は非常に敏感であり、微量の水の検出に適しているため、理科の実験におい
て生成物が水であるかどうかを確認する際の標準的な方法として用いられます。リトマス紙は
液体の性質（酸性・アルカリ性）を調べるものであり、水の検出そのものを目的としたもので
はありません。

問2 答え 2
熱分解

酸化銀を加熱すると、銀と酸素という2種類の物質に分かれます。このように、加熱によって1
つの物質が複数の物質に分かれる反応を熱分解と呼びます。酸化反応や化合とは異なり、物質
が分かれる変化である点に注意が必要です。

問3 答え 4
還元によって得られた銅が、空気中の酸素と
結びついて再び酸化銅に戻るのを防ぐため

酸化銅を炭素で還元すると、試験管内には赤色の銅が生成される。この銅は加熱直後で非常に
高温になっており、非常に酸素と結びつきやすい状態にある。加熱をやめた後に空気が流入す
ると、せっかく還元された銅が再び空気中の酸素と反応して黒色の酸化銅に戻る「再酸化」と
いう現象が起こってしまう。これを防ぐために、冷却が終わるまで空気の流入を遮断する必要
がある。

問4 答え 3
化学変化が起こる際に、外部から熱エネルギ
ーを取り込むため

化学変化において、反応後の物質が蓄えているエネルギーが、反応前の物質よりも大きい場合
があります。この場合、不足しているエネルギーを外部から熱として吸収しながら反応が進む
ため、周囲の熱が奪われて温度が下がります。

問5 答え 3
X：O2、Y：CuO

銅が酸化して酸化銅ができる化学反応において、反応物である酸素は原子が2つ結びついた二
原子分子（O2）として存在します。また、生成物である酸化銅の組成式はCuOです。これら
を化学反応式に当てはめ、矢印の左右で原子の数を合わせると、2個の銅原子と1個の酸素分子
が反応して2個の酸化銅ができる「2Cu + O2 → 2CuO」という式が成立します。

問6 答え 3
周囲の熱を吸収するため、温度が下がる。

水酸化バリウムと塩化アンモニウムの反応によるアンモニアの発生は、吸熱反応の代表的な例
です。化学変化が起こる際に周囲から熱エネルギーを取り込むため、反応が進むにつれて試験
管や周囲の温度が低下し、触れると冷たく感じられます。

問7 答え 3
反応する物質の種類によって決まった、常に
一定の質量の割合で反応する

定比例の法則により、一つの化学化合物を作るとき、それを構成する成分元素の質量の比は常
に一定です。銅の酸化を例に挙げると、銅と酸素が反応して酸化銅ができる際、反応に関わる
銅と酸素の質量の比は常に4：1という一定の割合になります。

問8 答え 1
加熱によってステンレス皿自体の質量が変化
しないことを事前に確認するため

化学変化にともなう質量変化を正確に測定するためには、反応に関与しないはずの容器（ステ
ンレス皿など）の質量が、加熱によって変化しないことを確かめておく必要があります。もし
容器自体の質量が変化してしまうと、目的の物質の質量変化を正しく捉えることができなくな
るため、この事前の確認作業が重要となります。

問9 答え 4
繊維状にすることで空気中の酸素に触れる表
面積が非常に大きくなっているため

物質が酸素と結びつく酸化反応は、物質の表面で起こります。平らな鉄板に比べて、細い繊維
状のスチールウールは空気（酸素）に触れる表面積が格段に広いため、反応が急速に進み、激
しく熱や光を放出する燃焼が起こります。

問1
0

答え 3
炭酸水素ナトリウムの分解ではすべて化合物
が生成され、水の分解ではすべて単体が生成
される

炭酸水素ナトリウムを加熱すると、化合物である炭酸ナトリウム、水、二酸化炭素に分解され
ます。一方、水を電気分解すると、水素と酸素という、それぞれ1種類の原子からなる単体に
分解されます。このように、分解反応によって得られる物質がすべて単体であるか、すべて化
合物であるかという違いがあります。

問1
1

答え 3
反応しきれなかった鉄が１．４ｇ残っている
ため、磁石に引きつけられる

鉄と硫黄の反応における質量比は７：４です。硫黄３．２ｇに対して過不足なく反応する鉄の
質量を計算すると、３．２ × (７ ÷ ４) ＝
５．６ｇとなります。用意した鉄は７．０ｇであるため、７．０ － ５．６ ＝ １．４ｇの鉄
が反応せずに残ります。純粋な鉄には磁石に引きつけられる性質があるため、反応後の物質に
磁石を近づけると、残った鉄が反応して引きつけられる現象が観察されます。

問1
2

答え 1
酸化銅が酸素を失って還元され、同時に炭素
が酸素と結びついて酸化される

炭素は銅よりも酸素と結びつきやすい性質を持っているため、酸化銅から酸素を奪い取ります
。このとき、酸素を失う酸化銅は「還元」され、酸素を受け取る炭素は「酸化」されます。こ
のように、還元と酸化は常に同時に起こるという原理に基づいています。


